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１ はじめに 

四肢・脊椎といった運動器の外傷では、身体の運動機能が障害されるため、日常生活

動作（ADL）の低下が大なり小なり生じる。したがって、運動器外傷の診断・治療には、

ADL 低下の結果生じる QOL を回復させ、早期の社会復帰につなげるといった視点が欠か

せない。すなわち、運動器外傷の治療には職業生活との両立支援の観点が重要である。

運動器外傷の治療は、初療から再建手術を含む二次的治療、そして、リハビリテーショ



2 

ンを含む三次的治療と長期にわたることが多い。しかし、わが国には、運動器外傷患者

の社会復帰について、多数の運動器外傷症例の長期にわたる追跡の結果に基づいて分析

された研究は存在しない。したがって、運動器外傷患者の社会復帰に影響する要因は明

らかにされておらず、社会復帰に向けた適切な介入も明らかにされていない。 

 

２ 研究概要 

【目的】四肢長管骨・骨盤骨折患者の復職に関わる要因を明らかにすることである。  

【対象】先行研究で構築された四肢長管骨・骨盤骨折手術患者データベースに登録され

た 1233例中、受傷時に就労していた者は 994例であった。このうち、頭部外傷にて開頭

手術を行った 3例と重傷脊髄損傷 8例を除いた 983 例のうち、受傷後 6ヵ月から 2年ま

での復職情報の得られた 715例を対象とした。 

この 715例について、以下の項目を検討した。 

1） 受傷後 6ヵ月、受傷後 2年以内の復職有無 

2） 受傷後 6ヵ月の復職に影響する要因 

3） 受傷後 2年以内の復職に影響する要因 

【方法】統計解析としては、受傷後 6 ヵ月時点での復職と要因の関連性の検討には、単

変量解析とロジスティック回帰分析を、受傷後 2 年以内の復職と要因の関連性の検討に

は、log rank検定と Cox 比例ハザードモデルによる解析を用いた。 

【結果】受傷後 6ヵ月の復職率は 65.5%、受傷後 2年以内の復職率は 76.8%であった。受

傷後 6 ヵ月の復職に関連する要因は、肉体労働、正規雇用、労災保険、開放骨折、深部

感染、疼痛で、正規雇用は復職に対して正の相関、他の要因は負の相関が認められた。

受傷後 2 年以内の復職に関連する要因は、肉体労働、正規雇用、開放骨折、深部感染、

疼痛で、正規雇用は復職に対して正の相関、他の要因は負の相関が認められた。 

 

３ 研究成果の社会的意義 

 四肢長管骨・骨盤骨折患者の社会復帰に関連する要因が明らかになった。これらの社

会復帰に関わる要因を考慮することにより、四肢長管骨・骨盤骨折患者の社会復帰を促

進できる可能性がある。 
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